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まえ が き

人類史上類のない世の中の著 しい進歩あるいは激 しい移り変わりが続いているなか、いま世界的な資源エ

ネルギーの大畠な問題とぶつかっており、石油は価格の高騰 もさることなが ら、あと数十年で現在の油田は

底をつくのではないかとも言われる状況に立ち至っている。

このよ うなことから再生産の可能な木材に対する期待と評価は、これが直接的、間接的に省エネルギーと

深いかかわりあいを持つ重要な資源として、相対的 により高まっていくものと考えられる○木材生産に必要

な期間を一つの尺度 としなければならない林業の立場からは、目前に迫りつつある見逃 し得ない大きな事態

としての認鼓が必要と思われ るが、この木材資源 も世界的な食い潰 しによる不足化が予想 されている0

このよ うな状況のもと、狭い国土に膨大な人口を抱えるわが国の林地は、その多様な公益的機能を発揮 し

ながら、林業生産の場としてさらに大きな役割を果 していかなければならないと言えよ う0

複雑 な自然条件および不安定で厳 しい社会的条 件を背景にもつ林業においては、試験研究の面さらには施

策の面で、解明あるいは解決 していかねはならない多 くの課題が控えているが、厳 しい情勢のなか、遅れを

とることな く、これをうまく乗 り越え、立派な山また林業を育てていけるよう努力が望まれる。

四国地方では、温暖多雨でしかも土地の肥えた林木の生長に都合のよい林地が比較的広 く見 られるが、一

面急峻な地形と破砕帯が少なからず介在する各種地質、および台風や梅雨前線に伴 う集中豪雨の発生頻度の

高い気象条件等、西南部 日本の太平洋側地域特有の自然条件をもつところを広域にわたって抱えているほか、

瀬戸内側 にはせき悪化の進んだところ も見 られ る。 したが って表土の流亡による地力の低下や、山崩れ、地

すべ り、洪水、河川の汚裔などの保全上の大きな問題も多 く、とくに近年の森林の開発や生活圏の拡大に伴

い、山崩れや洪水による災害が多 くなる傾向にある。、

このよ うなことから、四国支填では、保全機能の高い非皆伐施業や混交林施業などについての機能評価と

技術的な基礎固めおよび効果的な施薬体系の究明、その他広葉樹林の適正配置および有用広葉樹の育成利用

とその更新保育技術の検討などが望まれ、またせき悪化した瀬戸内側その他沿岸部のまつくい虫にともなう

マツ類の枯損防止と、その跡地更新の問題への対処が必要で、このよ うな地域的特性を考慮 した課題を重点

的に取 り上げ るとともに、本・ 支場を通 じての必要課題と取り組んでい く心構えである0

ここに昭和53年度に四国支場が行 った共同研究ならびに経常研究の概要を年報として取 りまとめ報告し、

ご参考に供する次第であるが、と批判、ど助言などいただ ければ幸いで ある○

なお試験研究を進めるにあたり、 ど協力あるいはど援助いただいた営林局・ 署、林木育種場、県、大学そ

の他関係機関のかたがたに厚くお礼申し上げる。

昭和 5 4 年 7 月

林業試験場四国支場長 森 下 義 郎
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ー1 －

経営 研 究 室 の 研 究 概 要

経営研究室の研究項目は、森林資源の把撞方法や、林木の生長予測に関するものと、林業の経営経宅引こ関

するものとに大別される。

前者に属する項 目は

（ 1） 「人工林の施薬法の解明」

（ 2） 「天然林の施薬法の解明」

（ 31 「外国マツの施業法の解明」

（ 4） 「個別林分の生長要素の分析」

1 5） 「マツ類枯狙数寄地域の更新技術に関する研究」

伯）「多変圭解析手法による間伐皇の推定方法」

がある。

後者に属する項 目は

け） 「林業生産の地域分折」

（ 釧 「先進的林業地域における生産販売組織の展開過程に関する研究」

がある。

また、（1ト（4）、仰は経常研究課題であり、（5）はプロジェクト研究課題、（6）は技術開発課題である。さらに

（ 8）は特別研究課題 である。

研究内容は、（1L （21、（31は、樹種別固定標準地を設け、これ らの各林分要素が主伐、間伐等の取扱いの相

遵により、どのように変化するかを時系列的に調査し、その予測法を解明し、合理的施業法の確立をはかるこ

とを目的としている。

（ 4）は、個別林分の各林分要素の分析と、変動要因とくに林分別樹高曲線と材槙曲線を決定づける定数、係

数の分析と、これ らの時系列的変動の予測法を見いだそうとするものである。

（ 5）は、昭和50（1975）年度から経営研究室と土 じょう研究室との共同研究として発足 したテーマである。

本研究はまつ くい虫 により被害を受けた跡地に更新樹種 として可能を考えられるヒノキおよび外国産マツ類

の生長について親査すると同時に、土壌を含めた環境分析等を実施して、適当な樹種の選定と植栽可能な範

囲を明らかにしょうとするものである。

（ 6）は、多変l 解析手法により、間伐木の材種別利用可能材境と間伐可能皇の推定方法を究明するものであ

る。

仰は、町村 別の林業生産の実態と、位置づけの明確化、および地域間の比較分析、各地域の林業生産をと

りま く地域特質の明確化、地域分折のための有効指標の探究を目的としている。

（ 8）は、先進的林業地域の積極的活動を促してい る諸因子を、集落を基礎にシステム化が図れ るように指標

化し、林業地の成熟度による類型区分をおこない、地域診断に活用しょうとするものである。

人工 林 の施 集 注 の解 明

昭和53年（1978）年度は、本山営林署管内中の川山スギ人工林収穫試験地と、清水営林署管内十八川山ス

ギ人工林収穫試験地の調査を行った。
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1 ）中の川山スギ試験地

この試験地は1967年に設定、劫準方壊（植栽本数、間伐方法）を異にする6試験区が設けられており、設

定後 4 回目の林分調査と、 1 回目ゐ間伐を行った。

結果は義一1のとおりである0 （3 回目以前の調査結果は昭和52年度年掛こ記載）。

表－1 中の川山スギ人工林収穫試験地

2 ）十八川山＿lスギ試験地

この試験地は197 3年の設定で、試験地内に間伐方法を異にする3 試験区があり、設定後 2 回目の禍査を行

った 。

諷査結果は表一2 のとおりである。

各区とも良好な生育を示 し、間伐を要する状態となっており、近いうちに等 1 回目の間伐を実施する予定

である。 （佐竹和夫・吉田実 ●都築和夫）

表一2 十八川山スギ人工林収穫試験地

区 禍 査 年 月 （林齢）
平 均

直 径

C耳
1 6 A

平 均

樹 高
加 当り

本 数

Jね当 り

材 積

んd 当 り

胸 高
断面積

間伐率
上層木
平 均

樹 高

相 対

幹 距
備 考

Ⅰ 19 7 8 年 8 月 （15）
れ
1 09 2，缶 8

ガ
29 1．2

ポ
49．59

％ れ
12 ．3

％
1 7．1 無間伐

‾二義 有 言 頂

1 1．3 9 9 N ：－424 6 為 29 2 1 50 26 1 1．7

1 1．7

1 2．6

1 6．5

Ⅱ

皿

9．4

1 2月

9．3

1 0A

∫
1，953

2，675

紀．3

2（冶．8

14．58

35．68

Ⅴ ：29

G ：28

間　 伐
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1 面 蒼 窮

頭 夏 二葦

1 9 7 8 年 8 月 （15）

1 3 ．7

9．1

1 i．0 3，473 331．0 54 ．32 1 2．7 1 3．3 無 間伐

7 ．4 5 914 18 9 5 40 6 0 N ：18 9．6

9．6

1 3 ．5

1 瓦0

Ⅳ 6 ．5

9 ．6

9．3

7．4

1 0 A

6 ．1

7 ．7

I
1，鴫 5

4 ，829

1 7．8

17 1．7

4．17

三賂．43

Ⅴ ：一9

G ：10

間　 伐

Ⅴ．

Ⅵ

7．7

6 ．8

8．1

5，167

1，8甲

3，器 1

1糾．1

写9 ．7

144．4

38．5 1

8．75

29 ．76

N ：35

Ⅴ ：22

G ：23

9．4

9 月

1 4．8

1 8A

間　 伐

7．5 6 ．1 5，5 α） 113．．2 27．34 8 ．4 16 ．7 無間伐

区 調 査年 月 （林 齢）

1 9 7 3 年 7 月 仏9

要　 望 平　 均 払 当 り 如 当 り
胸 高 んα当 り

Jね ヨ り
材 積

んα当 り

材 一横
上 層 木

平 均 相　 対

直　 径 樹　 高 本　 数 口断面 積 材　 積 連 年

生 長 量

平 均

生 長皇
樹　 高 幹　 拒

A

C爪
1 1 ．3

仇
7．5 2 ，6 0 5

ポ

2 8 ．8 4

ポ

1 3 3 ．6

〝～

2 6 ．6

戎

8．9
れ

1 0 ．2
％

1 9 ．2
1 9 7 8 年 8 月 伽 1 4 ．3 1 0 ．4 2 ，58 0 4 5 ．4 8 2 6 6 ．7 1 3 ．3 1 4 ．5 1 3 ．5

B ・

1 9 7 3 年 7 月 任9 1 1 ．9 8 ．4 2 ，4 3 9 2 8 ．8 0 1 4 1．6

2 7 ．8

24 ．2

9 ．4 10 ．5． 1 9 ．3

1 9 7 8 年 8 月 榊

1 9 7 3 年 7 月 仕切

1 5．0 1 1．0 2 ，4 2 9 4 5 ．7 4 2 8 0 ．6 1 4 ．0

8 ．5

15 ．0 1 3 ．5

C
1 1 ．6 ■ 7．9

－2，4 ‾3 9

2 8 ．2 2 1 3 6 ．4 1 0 ．5 1 9 ．2

1 9 7 8 年 8 月 世心 1 4 ．5 1 0 ．7 2 ，3 6 6 4 2 ．7 0 2 5 7 ．5 1 2 ．9 1 3 ．8 1 4 ．9
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外国マツの施 業法の解 明

奈半利営林署須川山国有林には、1954年 2 月に植栽されたテーダマツとスラッシュマツの造林地が ある。

この造林地は1960年以降、当支場により外国マツ造林試験地 として、取 り扱われることになった。

その後スギ、ヒノキ等で実施している収穫試験地と同様な調査を行うため、この試験地内に林分密度別、

施薫別の標準区を スラッシュマツは19 68年 2 月、テーダマツは1969年 2 月に設定 した。

ここでは、1979年 3 月に実施 したテーダマツの林齢25年における第 3 回目の調査を含めた、10年間のテー

ダマツの標準地別の推移を述べる（表一3 ）。

この表に基づき、主な項目について若干の解析を行うと次のとおりである。

1 ． 模準区別材積生長長の推移

標準区どとに林齢15年 から20年、20年から25年の間の如あたり材積生長量の推移を図－ 1 に示す。
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残存木材積（前期） （15年と20年）

図－1 テーダマツの各標準地別材積生長の推移

〔 残存木材積（前期）一 総材積（後期）〕

計算式 15－20年 Y ＝ 69．30 1＋1．095∬

2 0－25年 Y ＝－25．022＋1．517∬

r ＝ 0 ．9 0

r ＝ 0．ミ狩

図は横軸に前期のん¢当り残存木材積を縦軸に後期の払当り総材積を表わ している。

全休的にみた各標準区のんd当り村境生長量は、林齢15年～同20年の間よりも林齢20年～同25年の問の方が

より多い。

一方、個別的な標準区のんd当 り材積生長量の推移をみると、高密度の林分では比較的多 くの枯損木が発生

したこともあって、各区の立木本数には余 り差がなくなった結果、材積生長量への立木密度の影響は少なく

なり、む しろ土壌条件の差が強 く影響 しているようである。
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このよ うな傾向はこれ まで以上に著 しく表われるようにな り、A ・ B・ C・ F 区は D・ E・ G 区に比較 し

て生長が良 く、これ らの2 群に階層区分ができるようになった。

2 ． 樹古生長長の推移

土地の生産力が最も敏感に反応する樹高の生長量を用いて、前項で述べた各標準区の階層区分に合致 して

いるか否 かを残存木の平均樹高の前期と後期の生長量で検討 した（図－ 2）。
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図一 2 テーサ マツの各標準地別樹高生長の推移（残存木）

計琴式
1 5－20年

2 0－25年

Y ＝ 3．5 15 十 0．齢8 ∫

Y ＝ － 0．501＋ 1．お9 ∬

r ＝ 0 ． 9 5

r ＝ 0 ． 9 9

これによると、A ・ B ・ C の 3 区は上位、D・ E の 2 区は下位の階層に区分 しても異論はないところであ

るが、F ・ G の 2 区はいずれ もその中間にある。しかし、現段階で 2 階層に区分するならば、問題はないよ

うに思われる。

なお、全体的にみた各標準区の樹高生長量は、んd当り材積生長量と同様に、林齢20年一同25年の方が林齢

1 5年一同20年よりも、生長のよい階層で特 に著 しい増加がうかがえる。

これまでの調査結果 から判断して、今後土地生産力の高い標準区にある立木が顕著な生長増を示す ものと

予想されるので、林分構造と生長量の関連を解析するためには、立木密度の違いを最重点においた従来の方

針をやや変更して行わなければならないよ うに思われる。

さ． 相対幹拒 による林分競合の分析

図－ 3 －A は無間伐区における各調査時期の相対幹距の推移を表わ したものである。

林齢25年時での枯損木除外後の相対幹拒は、 1，000 本（A ）区の19％を除いて15％－17％の範囲にあり、

この林齢におけるテーダマツ林分の相対幹距による密度の限界が、16％士 1％水準にあると考えられる。
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図－3 植栽密度および施業別相対幹拒の推移

凡例

0 1，00 0 本区 △ 3，000 本区 H ：主林木平均樹高（仇）

●2，0 00 本区 ▲ 4，恥0 本区 N ：払当り本数（本）

S ：平均幹

S r ：相対幹

S r

5 ％

1 0％

1 ，∝氾本（A ）区は相対幹距が林齢20年時の23％から林齢25年時の19％へと低下 しており、低密度か ら高

密度へ移行の途中にあるものと考えられるが、他の区よりその値が高いのは、立木の成立位置が不規則なた

め、大径木に隣接する小径木が若干枯損 したことにも原因があるようである。

－・方、図 一3 －B は間伐区の相対幹距の推移を表わしたものである。

ここでは、間伐区の相対幹距を無間伐区の平均的な値である16％± 1 ％を基準に して、林齢25年時の枯損

木を除外 した後の値と対比すると、 4，00 0 本（ C ）区の16％は平均値に達するものが、 3，000 本（ B ）区の

1 7・9 ％、 2，00 0 本（G ）区の 1 9．9 ％とかなり低密度となっている。

3・000 本（B ）区は樹高の生長につれて、高密度林分への移行が予想されるが、 2，000 本（G ）区は樹高

生長が遅々としているので、その範囲に達するのに長時間を必要とすると思われる。

これらのこと から判断 して、間伐区の 3，00 0本（ B ）区も林齢30年の次期調査には無間伐区の多 くの区が

示す相対幹拒による林分密度の限界に達すると思われるので、早い機会に4，000 本区とともに間伐を行う必

要があると考える。

（ 吉田 実・佐竹和夫・ 都築和夫）

個別林分の生長要素の分析

この課題については、2 年生から19年生までの幼齢林の暫定資料、スギ663 個とヒノキ694 個の資料によ

り個別林分の分析をすすめてきた。

甑
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これまで、四国の 5 地域施業計画区別に、林齢 に対 する林分要素を推定 し、地域別比較を行 った。つぎ

にこれ ら資料の生育環境データを用いて、各標準地別に地位指数を推定 し、地域間の生産力を比較 した。さ

らに、スギ、ヒノキ別に地域全休の資料を用いて、直径に対する本数分配曲線を推定 した。

1 979年度は、さきに5 地域施業計画区別に推定 した林分要素の時系列曲線が、地域間でどのよ うに合わせる

ことができるか検討する。

（ 宮本知子・都築和夫）

多変圭解析手法による間伐可能真の推定方法

この課題は昭和53（1978）年度から5 か年計画で実施しているが、初年度ほ間伐材の細 り曲線について検

討した。すなわち、高知営林局の材積哀詞製の資料を用いてスギとヒノキの間伐材についてつぎの式を試み

た。

プ＝ 〃＋ ∂∬十 C㌔ 十 d㌔

但し、∬＝樹高に対する各部位（地上 1 れ・ 3 仇・・5 m ‥‥‥）までの長さの比率

ツ＝胸高直径 に対する各部位の皮なし直径の比率

その結果、ヒノキの場合盲譜了面が0・6～0・8の範囲のものは立木の大きさにあまり関係なく、はとんど

同じ曲線 となり、また実測値にもかなりの精度で合致 した。スギの場合は地域（営林署）により差がみ られ

た。

（ 佐竹和夫・吉 田 実・ 都築和夫）

林莫 生 産 の 地 域 分 析

これまで、徳島県下の市町村を中心に、林業生産の実態、および位置づけの明確化、地域間の比較分析を

おこなうため、徳島県下の市町村を対象に調査をすすめて きた。

1 978年 には徳島県都賀川流域の6 市町村 を対象に、 第三次林業構造改善事業の実施にさきだち、これま

で実施 して きた林業構造改善事業の成果 と問題点等について詭査分析をおこない、長期的かつ総合的視点か

ら地域の実状に即 した林業構造の在 り方等を検討 し、「新林業構造改善事業促進対策実態調査報告書」をま

とめ た。

また、高知県土佐郡鏡村の山村振興特別調査をおこない、「地方都市近郊における農林業振興」をまとめ

て報告した。

なお、これ らの調査を通 じて地域分折のための各種資料を収集 した。

（ 都築和夫・ 宮本知子）
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特別 研 究

先進的林業地域における生産販売組織の

展開過程の分析

昭和53（1978）年度から昭和56（198 1）年度の4 か年間で、農林水産省の農技研、地域農試、果樹試、蚕

試、林試と香 川大、明治学院大の共同研究で、「農・山村社会における生産および生活の組織イヒ方式の確立

に関する研剋 が発足した。これには大課題が5、中課題が17、小課題が58あるが、上記課題は第2課題

「 農・山村社会における生整・販売の組織化方式」の第（1仲課題「生産販売組織の展開過程」の第Ⅶ小課題

「 先進的林業地域における生整版売組織の展既過程の分析」である。

この小課題は昭和53（1978）年度から昭和55（1980）年度で、大課題に比べて 1年短か くなっている。

1 ． 研究目的

この小課題の研 究目的は、山村・農山村における過疎化の進行と、それにともなう資源管理や、社会生活

維持の囲難性の増大、また平地農村や都市近郊における里山森林のスプロール化等、総じて林業生産の担い

手不足、生産意欲の減退、土地利用の後退が著しい。

このような事態に対応して林業生産を唯持、増進するためには、個別経営の枠を越えた地域的、組織的対

応が強 く要請され、と くに土地の合理的利用、地域林業の担い手集団の確保などをめぐって村落など、地域

社会の新たな役割を明らかにすることが必要となって きている。

この研究では、森林経営管理・ 林業生産・販売における、村落などの地域組織、活動の役割と限界を見直

し、それらの変容過程を明らかにし、その うえに立って新たな林業生産、販売の組俄化方式の確立に資そう

とするものである。

2 ． 研究内容

研究内容は、つぎの2 項目である。

（ 1仙村集落の過疎化段階区分と過疎集落のあと地森林管理方式

（ 2）林業地域の成熟度区分の地域特性区分

き． 53年度の結果

5 3年度は上記第 1項目の うち、山村集落の過疎化段階区分を実施した。

これは愛媛県全域の農業集落から、山地村（農山村のうち林野率70％以上）および山村の全集落1500を農

業集落カー ドから抽出し、各集落について表－4 のよ うに人口論的過疎化段階区分の指標として5 項 目、地

域論的過疎化段階区分の指標として10項目を選定 して、既定の評価点をあたえた上で、その評価点の合計に

応じて各山村集落を人口論的・地域論的の両側面から Ⅰ～Ⅳの過疎化段階に区分 し、さらに冬山村集落を Ⅰ

－Ⅳの総合的過疎化段階に区分した。勿論 この場合過疎化はⅣが最も進んでいる段階である。

その結果、人口論的過疎化段階でも、地域論的過疎化段階で もⅡの集落が最 も多 く、ついで皿、 Ⅰ、Ⅳの

順になっている。

ついで、総合的過疎化段階区分として、人口論的過疎化段階と地域論的過疎化段階を単純に合計して、 Ⅰ

（－Ⅱ）、Ⅱ（皿－Ⅳ）、Ⅲ（Ⅴ－Ⅵ）、Ⅳ （Ⅶ－Ⅶ）に区分 した。

この区分の方法を参考までにのペ ると、人口論的過疎化段階で評点の結果Ⅱとな り、また地域論的過疎化

段階で評点の結果 皿になったとすれば、総合的過疎化段階は単純に合計するとⅤになる。これは総合的過
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表－4 過疎化段階区分のための指標別評点

－9 －

※表4 の指標の説明

（ 1） 人口論的過疎

①人口増減率 1鋸5年総人口÷1960年総

人口

㊥戸数増減率 1970年総戸数÷1960年総

戸数

㊥兼業化の程度 農業的集落（ 2兼農家

率70％未満）か兼業的集落（2 兼農

家率70％以上）

経営規模大、中、小 （農産物販売

額50万円以上の農家率30未満＝小、

3 0～70％＝中、70％以上＝大）

④集落戸数規模 1970年現在の集落戸数

⑤出稼農家率 1970年出稼ぎ農家数÷

1 970年総農家数

（ 2） 地域論的過疎

①耕地面積増減率 1970年耕地面積（田、

畑、樹園地）÷1960年耕地面積

㊥農家保有山林の人工林率の増減 1970

年人工林率 －196 0年人工林率、ただ

し人工林率＝人工林面積÷保有山林

面積

㊥耕地転用の有無 集団的土地転用（空

港、道路、工場、住宅等）の有無、

耕地への植林の有無

④生活の便益性 つぎの事項のい くつに

該当しているか

（ 道路）国県道が通 っていない（道

路）集落へ自動車が入らない（交通）

最寄り駅、バス停まで30分以上（通

信）電話がない（公共棟閑）役場ま

で1時間以上（医療）夜間救急時に

医者にかかるまで 1時間以上（教育）

′バ学校まで 4血以上

の交通途絶30日以上

5 ∝）m 以上（立地）

㊥都市 からの時間距離

（ 積雪） 自動車

（ 立地）標 高

離島指定

D I D 都市

（ 5，000 人以上の人口集中市街地）

からの時間距離

⑥居住地の標高

⑦集落形態 散在（山場）、散居（平場）

集居、密居の別

㊥集落戸数規模 1970年現在の集落戸数

⑲交通途絶日数 積雪による集轟内幹線

道路の自動車通行不能日数

疎化段階のⅡのカツコ内（皿～Ⅳ）に該当するので、総合的過疎化段階はⅡになるといった要領でおこな

った ものである。

総合的過疎化段階の結果は、Ⅱ（皿～Ⅳ）が最も多 く、つ いでⅢ（Ⅴ一Ⅵ）、Ⅰ（～Ⅱ）、Ⅳ（Ⅶ一Ⅷ）

評　　　　 点 1 2 3 4 5

8 以上

（1）
人

（卦 人　 口　 増　 滅　 率 ，90．0～9 9．9％ 85．0～齢．9％ 80．0～84．9％ 79．9％以下

㊥ 戸　 数　 増　 減　 率 95．0－9 9．9％ 9 ．0～94．9％ 齢．9％以下

口
論
的

㊥ 莞鮎 〈霊 薬 ‘別

模

農 ・ 兼

小 ・ 大

兼

中

兼

小

過
疎
④ 集 落 戸 数 規 模 2 5 ～ 49 戸 10 ～ 24 戸 9 戸以下

⑨ 出　 稼　 農　 家　 率 80．0～8 9．9％ 幻．0％～

（2）

地

域

論

的

① 耕 地 面 療 増 減 率

⑧ 人 工 林 率 増 減

⑨ 雷管 宗〈霊芝悪霊

50．0～99．9％

△謀）．0％以上

有

有

70．0～8 9．9％

無

有

60．0～ 69．9％

6

59．9％以下

7④ 生 活　 の　 便 益 性 3 （′　 4 5

㊥ 都 市 か ら の 距 離 1 ～ 2 時間 2 時間以上 都市と無関係

過 ⑥ 居　 住　 地　 標　 高 600～80伽L 8∝ト 1，00 0仇 1，00 0れ 以上

9 戸以下

疎 ⑦ 集　 落　 形　 態 散居 （平場） 散在（山場）

⑧ 集 落 戸 数

㊥ 集落内への車乗入れ

⑲ 交 通 途 絶 日 数

25 ～ 4 9 戸

6 0 － 9 9 日

10 ～ 24 戸

無

1（氾日以上
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の順 になっている。

総合的過疎化段階での皿、Ⅳ集落数が、市町村別の総集落数に占める割合をみると義一5 のとおりで、県

中部の林業成熟地帯と西南部の山村地帯で高くなっている。

（ 都築和夫）

表－5 総合的過疎化段階Ⅱ・Ⅳの集落が占める市町村（愛媛県）

造林 研 究 室 の 研 究 概 要

造林研究室の経常研究課題は、青竜、更新および保育に大 きく分けられる。それぞれについての概要は次

のとお りで ある。

育掛こ関する研究課題として「林木の細胞遺伝」がある。この研究は、交雑育種の基礎として種間交雑を

おこない、親と子孫群の細胞学的特性ならびに核型およびゲ ノム組或を明らかにしょうとするものである。

更新に関するものとして「ヒノキ林の天然更新」と「林床植生 と群落構造」があ季。前者については、安

芸営林署管内ヒノキ天然更新試験地で、種子の落下量と種苗の発生消長に関して調査を開始 した。後者につ

いては、更新上問題点の多い暖帯低山帯の主要林床植生であるウラジロならびにコシダと、山地帯のミヤコ

ザサならびにイシズチザサについて、これ らの生態学的な特性を明らかにするために現存量や生産構造の季

節変化、刈払い時期と再生量などの詭査を継続 している。

保育に関する研究課題と して、「間伐方法比較試験」と「枝打 ちと生産構造」があげられる。前者につい

ミコ亡：二二≡丁±＝て
経 市 山集 皿 Ⅳ Ⅱ⑧ 墓要 「よ指 経 市 山集 皿 Ⅳ 皿㊥ Ⅱ割 「よ指
済

地
町 雛 の

集
の
集
蒜＋

の

豊孟定 済 町 地落 の
集
の
集
蒜＋ 蒜怠二霊孟定

廿冊
村 山数 落

数
落
数
董晋 法疎の

」山有

地
廿一而，
村
記数 落
数
落
数

墨守 善愛 法疎の

山有
別

山

村

名 村① ⑧ ⑨ 数④ に村無 別 名 村① ⑧ ⑨ 数＠ に村無

無

〝

有

新 宮 3 3 1 8

0

9

6

9

12

0 1 8 5 5 有

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝■

〝

農

山

村

大 洲 市 2 1 1 6 6 0 6 6 3 1

別子山 、 4 0 0 0 重 信 町 2 7 1 0 1 4

玉 川　 町 2 8 0 9 3 2 長 浜　 町 ・7 7 2 1 0 2 1 2 7

広 田 i 9 0 6 6 7 城 辺 町 5 2 1 8 0 1 8 35 無

中 山 町 4 6 0 9 2 0 野 村 町 1 0 7 7 0 2 7 2 6 7 有

肱 川　 町 3 3 1 1 3 3 9 五十崎町 3 1 7 0 7 2 3 〝

〝

〝

城 川　 町 6 5 4 6 1 4 7 7 2 三 間 町 2 8 1 0 1 4

松 野 4 5 2 1 0 2．1 4 7 宇 和 町 5 8 7 0 7 1 2

日　 吉 村 2 7 16 1 1 7 6 3 川　 内　 町 6 6 1 1 0 1 1 1 7 無

河 辺 村 2 9 2 2 0 2 2 7 6 広 見 ‾町 8 3 36 1 3 7 4 5 右

久 万 8 7 5 7 0 5 7 6 6 津 島 町 1 1 9 4 6 0 4 6 3 9 〝
小 田　 町 6 6 4 6 1 4 7 7 1 本松町 3 2 2 1 1 2 2 6 9 〝
美 川 村

柳 谷 村

面 河 村

計

4 5

1 5

1 1

5 4 3

4 0

1 2

9

0

2

0

4 b

1 4

9

8 9

9 3

8 2

内 子 町 6 6 5 0 5 8 〝

計 9 5 7 3 10 4 3 1 4 3 3

合　　 計 1，5 0 0 6 3 3 1 0
l
6 4 3
l
4 3

32 3 6 3 2 9 6 1
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ては今年度は詭査年にあたる試験地が 也 、ため実行されなかった。後者については、支場構内、窪川、大正

雨宮林署管内で枝打 ちと生産構造・ 物質生産に関する調査を実施すると共に、久万町のスギとヒノキについ

て節解析を実施 した。

以上のはかにP L 研究として「人工林の非皆伐施業」を九州・ 関西・ 東北の各支場と本場とで共 同実施し、

また指定研究「 ヒノキの系統分類と造林的特性J について窪川営林署管内のヒノキ 1級採種林か ら供試材料

を採取 し、九州支場に送付 した。また特定研究「遺伝子保存林」で松山営林署管内のブナ林およびツガ林の

調査を実施した。

ヒノキ林の天然更新に関する研究

安芸営林署管内西ノ川山国有林にあるヒノキ天然生休分及び、隣接する人工林林分において、従来から、

主として尾根沿いに、 ヒノキの天然下種更新 によ るメバエが認め られている。これらの実生苗を、上木の伐

出時まで保護育成で きれば、天然生稚苗による次代の更新が可能 になるという観点から、天然生稚苗の保育

管理に関する調査に着手した。

まず、上層の母樹群からの種子供給量を知るために、19 77年 10月中旬に、尾根に近い天然生棟内（Ⅰ区）

人工林内の小尾根上（Ⅱ区）、人工林内の山腹（Ⅱ区）の計 3 プロット内に、50c払×50cれのシードトラップ

をそれぞれ15個ずつ設置 し、月別の種子落下量を調べた。結果を表－6 に示す。1978年秋～1979年冬にかけ

ての種子落下畳は前年同時期の 4 倍にも達 し、すでに報告されているいくつかの資料と比較 しても、この年

は豊作年であったといえよう。

表－6 種 子 落 下 数 と 発 芽 率

l
 
l
1

8791

1 9 7 9 ．

盲
一一

）内は総平均

42

4 8

7 0

6 2

2 ，0 9 5

3 3 4

6

4 0

3 ，2 3 3

2 ，2 3 3

5 5 6

2 0

1 8

2 ，5 4 7

2 ，2 2 7

5 6 8

1 1．0

1 3 ．3

1 3 ．8

1 1 ．5

5 ，0 0 9 6 ，0 6 8 5 ，3 8 0 （ 1

4 8 1

3 ， 0 0 0

3 ，0 0 6

3 ，0 0 0

発芽率は、シー ドトラップから得 られた未精選種子をそのまま、機械的にサンプ リングしたものを供 し求

めたが、1978－79年に得られ た種子は、197 7－1 8年に得られた種子の倍以上の値を示 し、発芽期待数はばあ

たりそれぞれ、Ⅰ区 76 1 本、Ⅱ区 819 本、Ⅲ区盟6 本となった0

（ 桜井尚武・安藤 貴・竹内郁雄）

ポ　 あ　 た　 り　 の　 落　 下　 数
‾〟 ′丁

平 均

発 芽 数

（％）

供 試

種 子 数

プ ロ ッ ト

採 取 年 月 日

1 9 7 7 ． 1 1． 1 9

Ⅰ Ⅱ 皿

9 9 9 5．3 1 1 3

1 2． 1 5 9　 7 5 5 3　 7 5．0 7　 4 4

1 9 7 8 ．　 1． 1 4 1，1 7 9 1，2 6 7 9 8　 2 6．5 7 3 8

2 ． 1 3 1 1 9 1 4　 3 1 8 1 5．3 5　 2 5

3 ． 1 7 7　 6 9 9 9　 4 5 ．9 7　 6 9

合　 計　 l l，4 8 0 l l，5 7 3 l l・3 0＿L 仙 5 6 ・3 ）l
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林床 植 生 の 群 落 構 造

須崎市の通称浦の内半島一帯には、 コシダ・ウラジロを主 とするシダ地が随所に分布 しており、昨年度か

ら継続して現存長の季節変化などを諷査している0 ここでは、この半島の中央掛こ近い椎子岬周辺のシダ地

における火災跡地の植生の回復について調べた結果を報告する。

火災は、1977年 5 月に、尾根から山復にかけて広 くシダ類の分布 していた知立木地を中心に発生 し、その

うちの一部が翌1978年 3 年に再度焼けた。

約査区は、PO 、n を無立木地に、P2 、円 をその周辺の、林床に ウラジロを主とするシダ類の侵入 した

低木林であった所に設定 した。 fり は地上部のみが焼けた区で、もとはコシダが庫占していた。円．は ウ ラ

ジロの康占 していた区で、その うちのn －1 は最初の火災時に鉱物質が露出 し、そこに回復しはじめた植

生の地上恥じ 度目の火災で焼けた。Pl －2 、3は2 度の火災で腐植層まで焼失した。円 ははじめの火

災で上層の低木が枯死 し、林床のシダ類 も消失した後に侵入 した植生の地上部が、二度 目の火災で枯死した。

P 3 は、P 2 同様低木の上層を有 していたが二度目の火災は受けていな しヽ

植生の回復状況を、被度 と高さを用いた総合優 占度（S D R ）で求 めたものを図－ 4 に示 す■ 3 月の値

は再火前のものであるが、その後の回復が順調なのは、萌芽株の多かったことによるのであろう。各区とも

最高値は 9 月、 10月に現われた。
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種構成を10月の記録からみると、P O 区では 1 － 3 区についてコシダ、ウラジロのS D R はそれぞれ 9・4

・ 0 、46．2 ・ 2．8 、49．8 ・ 6・3であり、P 3 区では0・ 犯 2 である0 他区ではシダ類は発生しておら

ず、代ってヌルデ、カラスザンショウ、キプシ、ハマセンダンなどの先駆種や、サル トリイバ ラ、ノブ ドゥ

などのツル植物が多 く、やや立地条件の長いと思われ る所 にクサギ、 タケユ ダサなどが発生 していた0

極相構成種としてのヒメユズ リハ、ヒサカキ、ツバキなどは頻度もS D R も低かったq

（ 桜井尚武 ．竹内郁雄・ 安藤 貴）

技打 ち と 生 産 構 造

枝打ちの実態を知るため、集約林業地である愛媛県久万地方の実際に枝打ちされたスギを供託木として節

解析を行 った。供試木は、アヤスギが2 本、サンプ、ヤナセスギがそれぞれ 6 本である0 スギ3 系統のうち

ァヤスギは15年生の単純林であるが、サンブスギ、ヤナセスギは、二段林の下木で14年生である。それぞれ

の林分は、現在までに4 ～6 回の技打ちが実行 されている0 枝打ち器具は、ナタとカマが使用されているが、

今回はナタを使用 したものについて調査 した0 このため、アヤスギは供試本数が少なかったことと相まって

節解析の調査個数が18と少なかったため、参考資料として検討 した。

残技径（枝打ち切断点での垂直方向の皮なし技直径）と巻込み長（技打ち暗から巻込み完アまでに要する

幹が 半径生長王）との関係は、相関係数の検定の結果、ヤナセスギは著 しく有意であったが、サンブスギ、

アヤスギでは有意でなかった。

残枝長（技打ち時の皮なし幹側面か ら技の断頼までの長 さ）と巻込み長 との陶係は、相熊係数の換定の結

果サ ンブスギ、ヤナセスギとも著 しく有意であった0 このことから、巻込み長は、残枝長により強 く影響を

受けるといえよう。たギ、資料数の少なかったアヤスギは、有意でない結果となり今後の検討が必要である。

ぁる幹直径内に節を納めようとする場合や巻込み長に強い影響を与える残技長の値ほ、 3 系統 ともほぼ6

抑以内に納まっていた。 しか し、残技長を低 く抑え過ぎると幹に傷がつきやす く、材の変色の原因になるこ

とがうかがわれた。

今回の供試木は、技着生部の幹の皮な し直径が 4 ～ 5 c爪で枝打ちされており、遅いものでも6 cホ臣度であ

り、残技長や幹の曲り等を考慮 しても磨き丸太や無節の心持ち柱材生産をはば可能に していると考えられる。

（ 竹内郁雄 ．安藤 貴）

人工林の非皆伐施菓に関する研究

大面積皆俣作業にともなう環境破壊が世論により厳 しく批判されたことによって、森林の持つ多面的な横

能を十分に発揮 させながら、永続的に生産性の高い森林を維持するのに好ましいと考えられる非皆伐施業は

人工林においても注 目を集めている0 しかしなが ら、人工林の非皆伐施業は、十分な技術的な裏づけがない

ために、一部の林業地を除いて、一般にほ事業的な規模ではあまり行われていない0 このため施業技術の確

立が強 く要請されている。

このような情勢にあるため、昭和50（1975）年度より関西、四臥 九州の各支場共同でP L研究としてこの

研究がとりあげられ、昭和51（1976）年度よりさらに本場 と東北支場が参加した0 研究の範囲は多岐にわた

るが、本年度当支場が行った結果は次の とおりである0
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1 ． 光環境の解析

ジアゾ感光舐法により同一林分内の光環境を天候の違 う日に測定して比較 した。またその結果から測定点

数に検討を加えた。結果は表－7 のとおりである。天候の違いによる相対 日射量の差は小さく、誤差の範艶

表－7 測定 日の天候と相対 日射量ならびに測定点数の検討

術査 区

強度

間伐区
ス

中庸度

間伐区

ギー ーL・～一一

弱度

間伐区

強度

間伐区

中庸度

間伐区

弱度

間伐区

1 977年

月日

8 月 9 日

8 月 10 日

8 月 9 日

8 月 10 日

8 月 9 日

8 月 10 日

8 月 11 日

8 月 12 日

8 月 11 日

8 月 12 日

8 月 1 1 日

内にあるものと考 えられた。測定点数は

乃0 ＝ （ f ・ C ／ P ）2 … … ‥… …・・・・…（1 ）

で検討を加えた。t を確率 5 ％と10％にとりp を10％と15％で求めた・〝0 の値を表－ 7 に示した。この調査

地の面積ほ0・05 － 0・1加担度であるが、20点の測定をおこなえば、はば満足できる糖度の測定値が得 られ

るものと判断された。

同一林内の光環境をジアゾ感光紙法による相対日射量と照度計による相対凧度について求めた資料につい

て比較を試みた0 個々の測定値についてみるとバラツキは大きいが、平均的には両者の測定値ははば等 しい

ものと考えられる。

前年に引き続 き林内光環境の経年変化について測定をおこなった。

2 ． 耐陰性および林分生長

Ⅰ・ スギの耐陰性試験

5 2年度年報12真に示した試験地で枯卸旨数ならびに枯損率の調査を継続した0 1978年10月11日の結果から、

平均枯損f旨数階、枯換率階どとにクローン・系統数を義一8 、表一別こ示す。これまでの経過から、強度の

庇陰下で比較的早く枯損の進行した平均枯卸旨数4以上、枯扱率60劣以上の耐陰性が低いと考えられるクロ

ーン・系統名をあげれは次のとおりである。

須崎 2 号、須崎3 号、周桑4 号、周桑 7 号、周桑20号、三好 4 号、三好 9 号、海部16号、高岡 6 号、

高岡17号、影山 1 号、大栃 1 号、奈半利2 号、野板 1 号、仲多度 2 号、温泉 1号、勝浦 3 号、

l

測 定 時 間 天　 候

相 対

日射 量
（舞）

変動係数

（発）

測　　 定　 点　 数

P ＝ 10　 P ＝ 15 P ＝10　 P ＝15

9 ：30 ・－ 15 ：50 卓 後 晴 4 6．2 2 7．3 2 2　　 1 0 1 5　　　 7

9 ：5 0 ～ 15 ：15

10 ：05 ～ 15 ：00

晴 4 4 ．2 1 2．4 6　　　　 3 4　　　　 2

i 後 晴 2 6．3 3 3．1 4 2　　 1 9 3 0　　 1 3

9 ：20 ・－ 13 ：50

10 ：5 5 ・－ 15 ：25

晴 2 2．8 2 9 ．3 3 3　　 1 5 2 3　　 1 0

卓 後晴 1 5．4 3 3 ．1 4 2　　 1 9 3 0　　 1 3

8 ：5 0 ・｝ 14 ：3 5

10 ：4 4 ～ 16 ：00

晴 1 3．0 3 2．2 4 0　　 1 8 2 8　　 1 2

暑 後雨 4 3．4 1 0．8 5　　　　 3 3　　　　 2

7 ：55 ・－ 12 ：2 7

9 ：10 ～ 1 5 ：3 0

晴 後 卓 4 4 ．5 14 ．2 8　　　　 3 5　　　 3

套 後 雨 2 8 ．3 2 2．3 2 0　　　　 8 1 4　　　 6

9 ：0 5 － 1・2 ：占5

9 ：4 0 ・－ 15 ：05

晴 後畳 2 8，0 2 6 ．6 2 8　　 1 2 1‾9　　　 9

垂後 雨 1 4．5 1 9．6
1 5　 7

f＝ 1．9 6 （5 ％）

1 1 5

J＝1．6 5 （10％）
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安芸（民）3 号、土佐 2 号、幡多10号

表－ 8 平均枯損指数

平均枯損指数階
クロ ー ン 百 分 率

系統 数 （％）

1・－ 1 ．5 3 4 ．6

1 ． 6 ・－ 2 5 7 ． 7

2 ． 1 ・－ 2 ．5 1 1 1 6 ． 9

2 ． 6 ・－ 3

3 ． 1 ・－ 3 ．5

3 ．6 ・－ 4

4 ．1 ・－ 4 ．5

4 ．5 ・－ 4 ．9

5

枯損 率

7

16

2

11

8

2

1 0 ．8

2 4 ． 6

3 ． 1

1 6 ． 9

1 2 ． 3

3 ． 1

義一9 枯 損 率

クロ ー ン 百 分 率

系統 数 （％）

0

1′－ 1 0

11 一－ 2 0

2 1 ・－ 3 0

3 1 ～ 4 0

41一－ 5 0

5 1 － 6 0

6 1 ～ 7 0

7 1 － 8 0

8 1 － 9 0

91一－ 9 9

1 0 1 5 ．4

7 1 0 ．8

7 1 0 ．8

9 1 3 ． 8

8 1 2 ．3

3 4 ．6

0 0

1 1． 5

8 1 2 ．3

8 1 2 ．3

2 3 ． 1

1 0 0 2 3 ． 1

－15 －

Ⅱ光環境の異なる庇陰下のスギの樹冠型

十分に光を受けたスギの樹冠型は円鮭型を示すが、光環境が悪 くなると側枝が発達して傘型の樹冠型とな

る。1976年に上木のヒノキを 400 木／払と600本／払に間伐した宇和島営林署内の試験地の下木のスギの樹

冠型を図－5 のように区分し、その出現率を表－－10に示 した。光環境が悪い区でⅢ型の出現率が高かった。
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‾‾ ヽ

図－5 スギの樹冠型区分

表一10 光環境 とスギの樹冠型

Ⅱその他

前年に引き続き、小田深山試験地で雑草木の再生量を、愛媛県久万町の上村離脱鹸地で、試験地設定後の

1 0年目の生長を調査した。資料はとりまとめ中である。

（ 安藤 貴 ．桜井尚武・竹内郁雄・ 宮本倫仁）

調 査 区
相 対 照 度 （％ ） 樹 冠 型

区　 分
調 査 本 数

出 現 率

幽1 9 7 7 年 1 9 7 8 年

4 0 0　 本 区 3 8．1 3 4 ．7

Ⅰ 6　 2 5　 0 ．8

Ⅱ 3 9 3 2．0

Ⅱ 2 1 1 7．2

6 0 0 本 区 1 5 ．9 1 1．7

Ⅰ 2 1 1 6 ．3

Ⅱ 6　 5 5 0．4

皿 4 3 3 3．3
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土じょう研究室の研究概要

土じよう研究室の経常研究課題は、森林土壌の生成ならびに地力に関する研究 と、首畑の土壌肥料に関す

る研究の 2 つに大別される。

森林土壌の生成ならびに地力に関する研究には「堆積有戟物と地力」、「林内植物の養分吸収」それに「成

木林の林地肥培」の三課題がある。「堆陰有機物と地力」では地表侵食防止および養分循環系における養分の供給、

調整に重要な役割をもっている堆積有機物について、林分状態や立地環境との関連において、堆積、流失な

らびに分解などの調査を継続 して行っている。「林内植物の養分吸収」では、地力維持上の基礎資料とする

ため、林地の針葉樹、広葉樹の養分吸収に関する生理的特性と、林内における植生と土壌の関連について研

究を行 っており、本年度は海芹砂丘のクロマツ林の調査を行った。また「成木林の林地肥培」では、中齢林

施肥が林木の生長に及ばす直接的効果と、施肥した肥料養分の林木への吸収ならびに土壌中における動態に

ついての諏査を進めている。

苗畑の土壌肥料に関する研究としては「古畑の施肥技術の改善」がある。近年、苗畑において家畜ふん尿

添加の高濃度堆肥の施用、化学肥料による多肥栽培が行われているが、その結果として土塊中での塩基類の

集積や、ガス障害に起因するとみ られる苗木の生育障害がしば しば見受けられる。これ ら施用肥料要素の土

壌中における動態な らびに合理的な施肥方法を明らかにするため、昭和53（1978）年度より新規課題として

研究に着手 した。

以上の経常研究のはかにプロジ ェク ト研究として、「マツ類の枯損激害地域の更新技術」を経営研究室と

の共同研究として行っている。まつ くい虫による被害跡地の更新樹種として考えられ るヒノキおよび外国産

マツ類について立地条件と生長の関係を調査 し、適当な樹種の選定とその植栽限界を明らかにしようとする

ものであ る。

堆積 有 機 物 と 地 力

ヒノキ林の堆積有機物層ほ、スギ林に比べて一掛 こ少なく、とくに間伐の手遅れなどによる下層植生の貧

弱な林分では極めて少ない。このような林分では、地表侵食が促進され地力低下につながる危険が予想 され

る。 ヒノキの落薬は、地表に到達 したのち鱗片状に細片化されやすいので、雨水により移動、流失するため

池表面に堆模 し勇軌、と考えられる。これらの現象を明らかにするため、窪川営林署管内の森が内山国有林の

ヒノキ壮令林内に試験地を設定し、落葉の移動、流出量の測定を行っている。

ヒノキ壮齢林内の地表面に、 1 れ×10仇の落葉流出量測定枠を急斜地と媛斜地にそれぞれ 2 個ずつ設置 し

た。 1 個は下層植生を地軽から刈り取 り、他の 1個は下層植生をそのまま残した。また、落葉量測定のため

雨斜面に 1 れ×1 れの リター トラップをそれぞれ5 個ずつ設置 した。落葉量および落葉流出量の測定は1 か

月ごとに行った。

昭和52（1977）年10月より昭和53（1978）年 9 月までの 1 か年間の測定結果を図－ 6 ，図一 7 に示 した0

年間落葉主は急斜地で約如七、媛斜地では組9転であったが、月別の推移は両斜面とも11月に最大値が
みられ、以後減少 し5 月～ 9 月の落葉量は極めて少なかった。各測定枠どとの年間落莫流出量は、急斜地の

下層植生放髭区では／153タ、下層植生刈取区は18 1タ、援斜地の下層植生放置区ほ 119 ¢、下層植生刈取区は

1 6 9クで、急斜地は巌斜地に比べて多 く、また、処理別には下層植生刈取区が放置区よりも多かった0 落葉
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流出量の月別推移は落葉量とはぼ同様の傾向を示 した。
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林内 植 物 の 養 分 吸 収

入野、琴が浜の海岸砂丘タロマツ林のマツ菓のカリ、カルシウム、マグネシウムの吸収蓄積について検討

した。

入野、琴が浜ともに古い時代からの松林で、土佐湾に面 して東西に広がり立派な防風林を形成しているが、

入野では広葉樹が侵入し、とくに砂丘中央部から束掛 こかけて植生は常緑広葉樹林に遷移しつつあり、ミミ

ズ、モグラ等の息息も多く、また、棟内は通風がよくないのかすす病などの発生も多くみられ、まつくい虫

の被害も中央部から束掛こ多い0 琴が浜では、下層植生は全くなく、また、まつくい虫の被害はない0

土壌中の可給態養分について表－11、表－12に示す0 琴が浜では養分に乏しく、地表面の乾燥とともに広

葉樹などの侵入には生育困難なきびしい立地環境であるのに対 して、入野では西部から東部へ広葉樹の密度

が高 くなるにしたがって可給療養分が多く、それは農耕地土壌の養分濃度に匹敵するはど豊富である。とく

にカルシウム、マグネシウムの集積が多い。腐埴の集積侵入も東部へうつ引 こ．したがって多 く、土壌の反応

も酸性化の傾向を示 している。

表－－11 入野の海岸林の土壌分析結果（れg ／… 9）

＊1） ツルオーダりん酸 書2 ）表示単位 P P m

表－12 琴ケ浜の松原の土壌分析結果（呼 ／州g）

＊1）ツルオーダりん酸 ＊2 ）表示単位 P P m

場　 所 深 さ

C机

P H

・H 20 K C l

書 1 ）

P 20 5

E X

K 2 0 C a O M g O
M 百 う

国 有 林

西 部

国 有 林

中 央

国 有 林

東 部

県 有 林

中 央

1 ～ 6 5 ． 5 7 3 ．9 5 0 ．9 4 ．8 2 1 ．8 1 9 ．9 1 ．3 0

1 0 一－15 5 ．4 5

5 ．3 5

3 ．9 5 1 ．5 1 0 ．0 1 5 ．2 1 0 ．．3 0 ．9 9

1 一－ 6 3 ．8 8 0 ． 1 1 3 ．3 ‾ 1 6 ．3 2 5 ．3 3 ．1 9

1 0 ・－1 5 5 ，8 0 4 ，1 1 0 ．2 5 ．6 2 3 ．3　 － 2 0 ．0 1 ．1 1

l
1 ・－ 6 4 ．9 5 3 ．6 7 0 ． 1 1 9 ，8 3 7 ．7 4 0 ．6 3 ．9 7

1 0 ・－1 5 5 ， 1 0 3 ，8 4 0 ．0 1 1 ．6 1 3 ．2 1 5 ．5 1 ．1 2

1 ～ 6 6 ．8 8 5 ． 1 7 2 ．7 ， 1 1 ．0 2 6 ．＿’6 3 1 ．7 1 ，3 7

10 － 】．5 6， 7 0 4 ．8 9
＿2 ．7

6 ．8 2 4 ．6 2 7 ．4 0 ．8 1

場　 所 深 さ

C爪

1 一－ 6

1 0 ～ 1 5

P H

＊ 1 ）

P 2 0 5

E X

H 20 K C l K JO C a O M g O
M 芸 2 ）

砂 丘

北 面

5．0 0

5 ，5 8

3 ．9 4 1． 1 1 0 ，7 6 ．5 2 ，8 1 ．4 4
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また、入野の古い時代の松林に平行 して新 しく造成 されている県有防潮保安林では、森林肥料の施用を行

つているようで、可給怒 りん酸の値でそれ胡確認される。琴が浜では、カルシウムが多 く土壌の反応が弱ア

ルカ リを呈しており、葉色が淡緑色であった。

入野、琴が浜の菓分析結果を表－13、表－14に示す。塩基の合計当量は37．7 ～ 46．3 n℃の熊田で、これ

は褐色土壌の支壕実験林のタロマツの塩基合計当量 42．4 － 61．1m eの値に比較 して低い。これは、実験林

のクロマツがカルシウムを多 く吸収書換している結果である。

表－13 入野のタロマツ葉分析結果（対乾物）

＊1） 塩基K 、C a 、M g 当主合計表示単位m e

書2）3） 東部に向って広葉樹が多く、まつ くい虫の被害がある

書4） 森林肥料 1 本当り10 タを施肥

義一14 琴ケ浜のタロマツ葉分析結果

り） 塩基K 、C a 、M g 当量合計単位m e

＊2） 葉色は淡緑色、 6 年生と推定

次に、塩基の当量配分率をみると、入野では土壌中の養分濃度が豊富になるにしたがって、カリ、カルシ

ウムの配分率は高 くなり土壌中養分と正の、マグネシウムは逆に負の関係が うかがわれる。これは、カリ、カ

ルシウムの成分濃度にあまり変化がなく、マグネシウムだけが 15．7 － 9．5m e の範囲で変化しており、 3

成分間の養分吸収の括抗作用と簡単に考えられない面がある。実験林のM g 濃度は8．8 － 9．2 m e とほば一一

定である。

これ らのことから、入野のM g 1 5．7 n le 、琴が浜のM g 1 3．O m 一∋、などマグネシウム濃度の高いことは、

砂丘のきびしい立地環境のもたらした結果であると思われる。

なお、アカマツの例であるが、蛇紋岩地帯でのM g 濃度は 13．9 ～ 18．3m e で、土壌中のマグネシウム

が多 くて も集中濃度はそれほど高 くはな っていない。

以上、タロマツの養分吸収については、海岸砂丘のような立地環境のきびしいところでは比較的葉中のマグ

ネシウムの率が高く、土壌中にカリ、カルシウム成分が豊富になれば、これを吸収して菓中のカ リ、カルシ

場 所

国 有 林 西部

〝 中央 事2）

〝 東 部 書3）

県 有 林 中央 事4）

・成　 分　 濃　 度　 （m e ） l塩品 ）

計当主

塩基当量配分率 （％）

K 「 C a M g K C a M g

3 4．014．2

1 3，5

1岳，4

1 5．2

16．3 15．7 4 6．3 3 0．7 3 5．1

15．5 1 1．5 4 0．5 3 3．2 3 8．2 2 8．4

16，4 9．5 3 9．4

4 5．1

3 4，0 4 1．6 2 4．2

1 8．8 1 1．0 3 3．7
声

2 4∴3

場 所

砂 丘 北 面

砂 丘 中 央

成　 分　 濃　 度　 （m e ） 暮1）
塩 基合

計 当量

塩基 当量配 分率 （％）

K C a M g K C a M g

1 2 ．2 1 4，0 1 1．8 3 8．1

4 0．2

3 2．1 3 6 ．7 3 1．0

12、7 14 ．3 13 ．0 3 1、8 3 5．1 3 2．8

＿ヱ 空理 空 車 竺1＿＿＿望 j
1 5、6 9．3 3 7．7 3 3．9 4 1．3 24 ．7
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ウム率を高 くし、マグネシウムの率は低い状態で生育する0

なお、入野の県有林中央と琴が浜の県有 タロマツ林では施肥の的係か、入野の国有林東部の塩基の当l 配

分率と似かよっており興味のあるところである。

（ 横田志朗・ 岩川堆幸）

成木 林 の 林 地 肥 培

スギ15年生林分に、加当りN 15 Uゎに相当する化成肥料を 5 月に施肥を行 った施肥区と無施肥区を設け、

施肥前、施肥後最初は半月どと、以後 1か月ごとに土壌を採取 し、土壌中における無枚態N の王を測定 した0
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図一8 施肥区の無機態N の消長

測定結果ほ図－8に示したように、脚巴後、半朋 には施肥区り表土（0～5c爪）の無様態Nは急激に増加

し、 1か月目には深さ35c机まで増大した0 しかし、 2 か月経過後にはN H 4－N は無施肥区とはば同程度まで

減少 し、N O 3－ N も無施肥区よりもわずかに多い程度にまで減少した0 このように、5 月に施肥を行 った場

合、土壌中の無枚態N は、施肥後 2 ～ 3 か月で消失 していることがわかった0 さらに時期的な無機態N の消

長を明らかにするため、同一林分に12月に施肥を行い、同種の測定を継続している0 また、捌巴したP の土

壌中での形態変化をみるため予備調査を行った結果、 6 か月経過では形態変化に一定の傾向はみとめられず、

さらに長期的な継続調査が必要である0

（ 井上輝一郎・岩川雄幸・吉田桂子）
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苗畑 の 施 肥 技 術 の 改 善

苗木の初期育苗時の発根不良、ガス障害、タロロシスの発現など最近の育苗には施肥の面で問題が多いが、

これらは家畜ふん尿堆肥など高成分有捜肥料の施用、苦土石灰の無秩序な常用、それに多肥栽培の傾向などが ′

無関係であるとはいえない。

こうした施肥慣習を是正するため、肥料成分の集積と、その後の減少状況を明 らかにし、普遍的、基本的

な施肥のあり方への資料 とするためこの試験区を設定した。

試験区は、支場苗畑の褐色土壌に3 ポコンクリー ト枠32区を設けた。試験の過去 5 か年の施肥履歴は48 ，

4 9年度に全区に稲ワラ1％、50年度に有機物無施用区16区を設定、施用区には鶏ふん1．3如、稲ワラ1サ与、

5 1，52年度石灰含量の多い牛ふん堆肥13．3ウ毛、53年庭石灰含量の少ない従来の稲ワラ堆肥4％施用で経

過している。その間52年度はP H の関係から石灰施用区に石灰施用を行わず、また53年度は苦土の施用は

行わなかった。

試験の方法については、堆肥の施用、無施用について直交表L l’6 による要因実験計画にしたがって、図

－9 のようにして実験を行 った（ポ当り成分 少数を示す）。

紆「品r r弟1一男

「

革之0
2 7

L ．

r →

巧0
1

L ＋

図－ 9 実 験 区 の 配 列
2 1

‰
軸且

。」

跡地土壌のK 、C a 、M g の残存量は表－15、義一16のとおりで、P については分析未了である。

表－15 跡地土壌の肥料成分残存量と施肥の影響

連年堆肥施用 3 打g枠試験

13 9 5 1

1チ 10 6 2

15 11 7 3

116 12 8 4

L p2㌘5亡 ± p zβ5J

変 動 因

K ～0　 平 均 効 果 C a O　 平 均 効 果 M g O　 平 均 効 果

5 2年 度 跡 5 3 年 度 跡 5 2年 度 跡 5 3年 度 跡 5 2年 度 跡 5 3年 度 跡

全 休

N

P

2 8 ．6 2 0 ．9 2 0 7 1 5　 3 2 3 ．5 1 2 ．3

－ 2 ∴3＊＊－ 1．7 － 0．7 － 2 2 ＊

＋ 3 2 ＊＊

－ 1 9 ＊ － 3．8 榊

＋ 1．2 － 2．3 ＋ 1 0 ＊ 十 2．1 － 0 ．6

K

C a

M g ＿⊥

＋ 1．4

＋ 0 ．7

＋ 1，7 － 9 － 8 － 1．9 － 0．3

－ 1．7 ＋ 1 7 ＊ ＋ 4　 2 ＊ ＋ 0．3 ＋ 0 ．9

＋ 2 ．2 ＊＊－ 0 ．8 － 0．2 ＋ 1 0 ＋ 2 ＋ 3．1＊
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表が16 跡地土壌の肥料成分残存量と施肥の影響

連年有機物無施用 3 ポ枠試験（lg／ 100 g）

－2 3 一

注力 交互作用は省略

カ＊は95％確率 榊 は99％確率を示す。

堆肥連年施用育苗敵地のカリの残存皇は、年間差が少なく、土壌中には育苗に十分なカリ濃度が保たれて

おり、カリ多量施用と無施用との間にも差が少なく、その差はわずか52年度で2・8 町、53年度で3・4 仰で、

施用カリはそのまま消費されている。

堆肥無施用の育苗跡地では、硫酸カリ多量施用と無施用の間に52年度で 11－8 1タ、53年度 で14・2 1ダの差

があり、無施用区ではカリ欠乏の状態であるのに対 し、施用区では52年度 21・3 耶 、53年度 17・8 れクで、年

間の減少は3．5 1タであり年 減々少の傾向である。

また、カ リ残存量に対する堆肥の効果をみると、カ リ施用区で52年度 8・7 吼 53年度 15・8 れクで、無堆肥

区に比較して堆肥施用区のカリ残存量が多い0 カリ無施用区で堆肥の効果をみると、52年度で 17・ 7 叩、53

年度で25．6咽で、堆肥施用区のカリ残存量が多い。なお、53年度に多いのは稲ワラ堆肥を2％元肥、2％

7 月に地表面マルチの効果であろうと思われる。いずれにしてもカリ効果は大きい0

石灰の残存主については52年度に全区石灰無施用であるので5 3年皮についてみるならば、堆肥施用区で

石灰施用と無施用の差ほ84吼 堆肥無施用区で80呼であり、これはほぼ施用石灰量に等しい0 しかし、堆肥

施用区での残存量は52年度に比べ53年度ほ減少 しており、堆肥の硝化作用の影響がある0

また、堆肥施用∴て施用の差は、石灰施用区で67吼 石灰無施用区で6紬 で堆肥からの石灰供給が認めら

れる。

苦土については53年度の施用がないので省略する0

（ 横田志郎・岩川雄幸）

変 動 因

K ～0　 平 均 効 畢 C a O　 平 均 効 果 M g O　 平 均 効 果

52年 度跡 53年 度 跡 52年 度跡 53年 皮 跡 52年 度 跡 53年 皮 跡

全　 ＿休 15 ．4 10．7 6　 9 8　 8 7．3 4．．6

N

P

－ 1．3 － 0．7 － 1 6 事＊ ● 1 6　 邑　 ‾ 2 ・4 － 1．2 ＊

＋ 2．4＊＊ － 1．9 ＋ 2　 7 ＊♯ ＋ 1 8 ＊ 十 2 、3 ＋ 0．4

K ＋ 5．9＊＊ ＋ 7 ．1＊＊ ＋ 6 ＋ 7
十 0 ・6 」

＋ 0．1

C a ＋ 1．0 ＋ 0 ．5 ＋ 3 7 ＊＊ ＋ 4　 0 ＊＊ 十 2 ．4 ＋ 0 ，6

M g 十 0．3 ＋ 1．2 － 2 ＋ 1 ＋ 4 ．9＊ ＋ 2．5 ＊＊
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保摸 研 究 宝 の 研 究 概 要

保護研究室の研究項 目は、林野および蔚畑に発生する病虫獣害と野生鳥獣の研究に大別 される。

病害に関する研究は、今年度は都合で行うことができなかった。

虫害に関する研究は、従来から継続 している経常研究「四国地方の虫害の基礎調査」として主に愛媛県久

万地方の人工 しばによるみがき丸太の傷の防除対策 についての調査と「マツカレハの個生態」 として越冬幼

虫、誘が燈による発生消長調査を行 った。今年度新たにマツ枯損防止に関連して、林野庁の大型プロジェク

トとして有機合成殺虫剤によらない防除技術確立のための松の枯損防止新技術に関する総合研究に対応 して

「 マツ枯狙防止新技術開発調査」が本支場の共同研究として開始された。マツノマダラカ ミキ リについては、

天敵教生物と天敵昆虫の検索、卵の捕食者ヒメアリの分布、個休群の変動要因および成虫の密度推定法等に

ついて禍査 した。

教書に関する研究は、経常研究「野ねずみの発生消長調査」 として、今年度は主としてこれまでに行って

きた調査の取りまとめを行 った。

野生鳥獣に関する研究ほ、環境庁の委託「野生鳥獣の昧護繁殖に係る休系的手法の開発に関する研究」と

して、環境別の食じ動物の現存長の詭査を行った。なお、この研究は今年度が最終年度である。

四国地方の虫書の基礎調査

今年度はスギみがき丸太の傷を防ぐため、1978年 2月当て木を7色（自，黒，黄，赤，青，金，鋭＝こ着色

し、過去に被害の多かった林で 1本の木に2～ 3 色の当て木を巻き付けた。

調査は、1978年10月着色 した当て木を巻き付けた立木を伐採 して、巻き付 けていないか所を含めて材の表

面にできている傷の数を調べた。その籍果、当て木の色によって吸汁を忌避している偵向があるようであった。

（ 越智鬼志夫）

マツ枯揖防止新技術開発網査

1 ． カミキリの天放散生物の検索 と利用

高知県室戸市吉長川と構 内実験林の枯損木 の剥皮割材調査で得 られた病気によると思われる死亡虫

の採集を行い、天敵教生物研究室に送付 した。

2 ． カミキ リの天敵昆虫の検索と主要種の生態

1 ） 室戸市吉良川と構内実験林の枯損木 の剥皮 割材調査によって、天敵昆虫の調査を行 った。

表－17 ア リ類の見られた木

樹種

タロ マ ツ

アカ マ ツ

主

（

注は枯損木の木数， 山2 本 ， カ1 本， 劫3 本， 心1 本

区

1

ヒ　 と　 ア リ そ の 他 小　　 計 られなかった木 塾＿＿【

5 2　 0 2 5 6 6　 1） 9 1

2 2 8　 2 ．） 1 8 4　 6 7 1　 3） 1 1 7

3 9 4 1 3 1 4 2 1 5　 5

計 4 2

6

4　 2 8 4 2　 7　 9 3　 6　 3

1 2 5 3 1 5　 7 8 8

2 1 4 1 9 3　 3 9 0　 4） 1 2 3

3 2 1 2 3 4 ・4 7 て 1 2 1

計 4 1 6　 7 1 0 8 2　 2 4 3　 3　 2
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2 ）マツ林に分布するアリ類の調査

構内実験林のアカマツとクロマツの林（1件 生）で、マツノマダラカミキリの産卵時期（7 月下旬頃）に

樹皮上を昇降 しているアリ類の調査を行った。

結果は表一17に示すとおり区間によって差がみられた0 昨年の調査と比較検討してみると、卵の措食者ヒ

メア リの多くのものは年によって生息している木を変えているようであった0

3 ． カミキ リ個体群の変動要因の解析

1 ）枯板木内での変動とその要因

今までの詭査結果について取 りまとめを行い研究報告（恥 303 ）に報告 した。

2 ）初期死亡要因の調査

野外の相室内で垂卵させた（7 月上旬，中下旬）タロマツのえさ木を用いて、産卵後15，30，45日経過 し

た材料でのふ化幼虫数と生存幼虫数の関係を調査 した。えさ木が質的にふぞろいではあったが、両対数で直

線近似ができ、その傾きb は15日後、 b ＝0・9 3 1（ ′＝ 0・9 8 ）、30 日後、 b ＝ 0・5 5 6 （㌔＝ 0・6 8 1 伯日

後、 b ＝ 0．5 8 6（～ヌ 0．2 1） となった。

4 ． カミキ リ成虫の密度推定法の確立

枯狙林分から脱出する成虫の密度を明らかにす るため、主として胸高部付近の穿入孔数と脱出成虫数の関孫

を調査 してきているが、今年度は資料の追加を行 った。

（ 越智鬼志夫）

マツ カ レ ハ の 個 生 態

1 ． 越冬幼虫の調査

四国地方における、マツカレハの生態を明らかにする目的で、各地直の個体飼育を行ってきた0 本年は、・

高知県下での越冬幼虫の調査を行った0

結果を義一18に示 した。

表－18 越冬幼虫の休重（鳴）

（ 1）、（2）は年内羽化の次世代、（2 ）はふ化 日

（ 1 ）は高知市内の単木か ら採集したものである0 これほ明らかに年内羽化個体からの次世代で、越冬時

の休重が、最小32臥 最大117吼 平均53・紬 であった0 （2）は室内飼育で得られた年内羽化個体から

の次世代である。ここでは最小38臥 最大128臥 平均紬 であった0 （3）は高知市東方の海岸林で、最

小92臥 最大のものは2，0伽 で、1p伽 を越す大型の2個休をのぞいた平均は18紬 であった。（4）は海

岸から直線で約紬 ほど内陸に入った所であるが、ここでは最小50恥 最大777臥 平均148咽であった0

（ 1 ）、（3 ）について、越冬後の室内飼育をおこない営繭、羽化日を調査 した0 結果を表一19に示 した0

羽化日の50％日はいずれも7月中旬であった。これは、本年の野外の最盗期に比較してやや早かった0 な臥

（ 3 ）は羽化率が16％と低いが、この原因は、ハイイロハ リバエの寄生によるものであり死亡個体の60％に

あたる。

P ＝：■■■■二：：：＝二＝＿．．＿〟 ．．．
採 集 ＿月 日

（1） 7 7 ． 1 2 ． 2 1

場　　　 所 頭　 数 最　 小 最　 大 平　　　 均

高　 知　 市 5 6 3 2 1 1 7 5 3 ．3　 土 1 6．0

（2） 7 8．9 ．19～ 25 室　 内　 飼　 育 4 3 3　 8 1 2 8 9 1．0　 ±　 2 0．0

（3） 7 8 ． 1．　 6 安　 芸　 市 7 5 9 2 4 6　 8 1 8 5．9　 ±　 7 2．0

仰　 7 8． 1 2 ． 2 0 土 佐 山 田 町 7　 5 6 5 0 7　 7　 7 1 4 7．5　 ±　 4 9．2
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表－19 越冬後の営繭、羽化日

また、（ 1）の羽化個休のうちから5 組の次世代を飼育 した。ふ化 日は 7 月14－’19 日で、年 内羽化個

体が69％み られた。 これらの営繭、羽化日の50％日は、それぞれ 9 月 1 日、 9 月16日で、ここでも野外の最

盛期よりやや早かった。

2 ． 蛍光詐が灯による野外の発生消長嗣査

本年の結果 は、初飛来が、 5 月 9 日、最終飛来が10月19日で、 ♀16頭、 谷259 頭、合計275 頭であった。

これは過去10年間で最 も飛来数が多かった。 ピークは例年どおり5 月、 7 月、9 月の各下旬にみられた。 し

かし、 7 月下旬のピークは、 8 月上旬まで続いた。また、最終飛来日もおそかった。なお、過去10年間の結

果をとりまとめて、第29回日林関西支部大会（1978．10 ）で報告 した。

飛来 した♀の一部10個体について、残卵数の調査をおこなった。成熟卵だけでみると、最小 6 、最大162

粒、平均46．1士55．6 粒であった。

（ 五十嵐 豊）

野ねずみの 発 生 消 長調 査

四国山地の造林木を加害する野ねずみの生態を知る目的で、標高約1，∝沿m と60 0 m の■2 か所に調査地を設

置し、 5 年間にわたって調査 した結果についてとりまとめを行った。

結果の概要は、

（ 1） 掃獲された小哺乳類は、野ねずみ類が1，00 0 m 区、6 0 0 皿区とも、ス ミスネズ ミ、 ヒメネズミ、 アカネ

ズミ、カヤネズ ミの 4 種類、食虫類が、 1，00 O m 区で トガ リネズ ミ、 ジネズ ミ、 ヒ ミズ、 モグラの

4 種、6 0 0 皿区でジネズ ミ、ヒミズの2 種が捕獲された。野ねずみ類と食虫類との割合は、両区とも野ねず

み類が90％以上をしめた。

（ 2） 野ねずみ類の捕獲割合は、1，000 m 区では、スミスネズ ミ83％、 ヒメネズミ14％、アカネズミ2 ％、カ

ヤネズミ1 ％、 60 0 皿区では、 スミスネズ ミ57％、 ヒメネズミ24％、アカネズ ミ18％、カヤネズミ2 ％であ

った。カヤネズ ミは両区共まれに捕獲されただけであり、アカネズミも1p 00 m 区では、6 月を中心にして少

数描獲されただけであった。この結果から、主な種類は川00m 区では2 種、600 m 区では3 種と標高による

種構成のちがいがみられた。

（ 3） ス ミスネズ ミの年次変動は、1，00 0 m 区で大きくみ られたが、60 0 m 区ではみられなかった。季節変動

は両区ともみ られ、秋か ら冬にかけて浦獲数が増大し、夏は極端に少なかった。

（ 4） スミスネズミの繁殖は、夏期以外のすべての月にみ られる 1 谷型を示 した。妊娠個休の掃獲されなか

った月は、1，00 0皿区では、 7 ～ 8 月の 2 か月間、 60 0 m 区では、 6 ～ 9 月までの 4 か月間と、標高によって

ちがいがみられた。胎仔数は、 1 ～4 頭、2 ～ 3 頭が多く、平均すると25 頑であった。

（ 五十嵐 豊）

学　　　　 繭　　　　 日 羽　　　　　 化　　　　　 日

日

日

終　　 日 50 ％　 日 初　　　 日 終　　 日 50 ％　 日

月　　 日 月　　 日 月　　 日 月　　 日 月　　　 日

1 5 7　　　 3 6　　 2　 3 7　　　 4 7　　 2　 3 7　 1 2

2　 0 7　　　 7 6　　 2　 7 7　　　 9 －　 7　　 2 4 7　 1 6
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野生鳥獣の保桂繁殖に係る

体系的手法の開発に関する研究

今年度は清水営林署管内足摺山国有林の約25hdの調査地で、食じ動物の現存量の調査を行った。方法は、

鳥類センサスコースに約 150 m おきに1 か所計16か所の調査地点を設定 し、各調査地点に 1 m x l m の受

け枠（ナ イロン布）を2 こ計32こ設置し、48時間後の脱ぶん量の調査、受け枠を設置した地点のうち比較的

樹高の低い ところを対象とした9 か所での薬剤によるノックダウン法を用いた無せきつい動物の調査、およ

び12か所でのハ ンドソーテンダ法による土壌動物の調査を行った。

1 ． 無せきつい動物

ノックダウン法で採集した正当たりの無せきつい動物は群集は、アリ類（1 1．7 頑）、双 し類（ 1 0．9 頭）

甲虫類（7．8 頭）を除いて、他の大部分のものは 1 頭以下の低い密度であった。

食菓性昆虫（主としてシャク机 メイガ科などの幼虫）を対象にした脱ぶん量は表－20に示すとおり場所

による差がみられた。なお、 この林での1 日当たりの脱ぶん量（正当たり）は18咽となった。D ，C プロッ

トでは小さいふんがかなり採集できたが、これからのか所にはふ化後まもない若齢幼虫がかな り生息 していた

ものと思われる。

表一20 脱ぶん量の調査（4 8 時間、乾燥重量喝）

各プロットの受け枠（ 1 m x l m ）数は 8 こ

ふんの大 きさ ℃ 」

A B C

】

D 小　　 計 割 合 脚

5 9 ．7

1 6 ．0

大　 （＞ 1 血m メ ッシュ） 1 2 1 6　 4 1 2　 6 3　 7 1 6 8 2

中　 （1 ～ 0．5 m　 〝 ） 2 1 4　 4 7　 4 4 4 1 8 3

小 （＜ 0 ．5 m 〝 ）

小 計

d あ た り

喝 ／ d ／ d a y

3　 8 3　 3 1 9　 8 1 1 1 2 7　 8 2　 4 ．3

1 8　 0 1 3 9 2 9　 8 5　 2 6 1，1 4 3 1 0　 0．0

2　 3 1 7 3 7 6　 6 3 6

1 1．5 8．5 1 8 ．5 3　 3．0 1 8．0
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2 ． 土壌動物

調査地点付近のクローネとクローネの間に設置 した0・5 m x O・5m の コドラー トの地表から約15cm までの深

さに生息 していた土壌動物は表－21のとおりである。

個体数の多かった種類は昆虫類、甲かく類、倍脚（やすで）類、貧毛（みみず）魚 しん脚（むかで）類

で、これ らのものは d 当たり10頑以上であった。

（ 越智鬼志夫・ 五十嵐 豊）

表一21 ハ ンドソーテンダ法によって採集 した土壌動物

コドラート（0．5 m x O．5 皿）数A とB は各々4 こ、C は 1 こ、 D は 3 こ

門

環形 動 物

綱 目

新 貧 毛

科 A B C ・D 計 正当た り

貧　 毛

ひ　 る

9

3

1 4 1 8

1

4 1

4

1 3．7

1．3

軟 休動 物

節 足動物

腹 足

妹 形

甲 か く

し ん 脚

倍 脚

こ ん 虫

中 腹 足

基 眼

柄 眼

や ま　 た に　 し 6

4

3

1

4

1

2

1 3

1

7

4 ．3

0 ．3

2 ．3

か にむ し

真 正 く も

等 脚

〝

端 卿

2

1

2

6．

2 6

7

2 ．0

2．3

わ　 ら　 じ む　 し 9 9 2 5 4 3 1 4 ．3

だ ん　 ご む　 し 1 0 9 7 2 6 8 ．7

は ま と びむ し 7 1 4 8 2 9 9．7

〝 1 0 1 6 1 4 4 0 1 3．3

■〝

半 し

り ん し

鞘 し

′′

〝

′′

〝

双 し

9 2 4 1 1 4 4 1 4．7

計

ど　 み　 む　 し

9

6

3

4

4

7

1

3

1 9

5

1 3

6 ．3

1．7

4 ．3

ほ ね か　 く　 し 2 3 6

3

3 4

1 1 3．7

こ め つ きむ し 8 1 1 1 9 6．3

ぞ う む し

こ が ね む し

2

2 2

2

1

3 6

4

4

9 2

1．3

1．3

3 0．7

1 1 9 1 6　 2 1 4　 7 4 2　 8
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マツ鞍枯損激書地域の更新技術に関する研究

この研究を進めるために、昭和5U（1975）年度は愛坂県の東部地域、昭和51（1976）年度は愛媛県南西部

と砥島県の全域を対象にテーダマツおよびスラッシュマツの林分調査を行い、また昭和52（1977）年度は、

調査対象樹種をこれまでの 2 外国産マツに ヒノキを加え、徳島県北部地域で調査 した。

昭和53（1978）年度は、 ヒノキの林分だけについて、高松市とその近郊の、原則として海岸線に近い壮齢

林分の調査を行った。

調査地は図－10のとおり仙 1 一札 9 の 9 林分で、このうちプロット仙 6 ほ比較的内陸部に位置するが、そ

の他は海岸線から遠 くない林分である。なお、プロット仙 7 と仙9 は公有林、他の 7 プロットは民有林であ

る。

玉野市。

児島市
瀬戸内海

◎

0 高松市

志
度
湾

坂出市 士三

注）数字は諏査地番号

小豆島

2

3 N

志度町 ユ．

4 ●盛田
0

大川町●6

徳島県

津田湾

図¶10 香川県下におけるヒノキ林分詞査地位置図

1 ． 棲準地の生育環境の概要

調査結果は、表－22のとおりである。

f
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ブロッ仙 1一触6 は、花崗岩を基盤とする丘陵性山地の海抜高100 机前後のところにある。プロッ仙

2 －仙6 は基岩の花崗岩を母材とする土取 プロッ仙 1は花崗岩の上に上部から供給された安山岩を母材

とした土壌である。

これら林分の土鰍ま、全般的に腐植が土層へ侵入することが少なく、5c初前後のA 層に掛 、てA －B 層を

形成することが多 く、内陸部の典型的な褐色森林土に くらべ成熟度は低い。

土壌製は各林分とも軸 （d ）塑土壌と判定されたが、中間的な断面形態を示すものも少なくなく、それ

らは表の備考欄に表示 した0 また、土壌の物理性は全般的に悪 く、孔隙に乏しく、中下層には極めて堅密な

堆積を示すところが多い（プロットぬ 1 一触4 ）。

高松市のプロッ仙 7 一触9 の林分は、安山岩を基盤とする中起伏山地の海抜高は225 －360仇のところ

にある。土壌は基岩の安山岩を母材とするB D （d ）塑土壌であるが、これ らの土壌 も層位の分化は不鮮明

で、やや未熟土的である。また、プロッ仙 7 と恥9の土壌の物理性は不良で、中、下層は極めて堅密な堆

横をなし硬度（Ul中式硬度計）20以上を示した。

2 ． 書準地の林分構造

調査 した凛準地のヒノキ林分の構造は、義一23のとおりである。

これら林分の地位を四国内海地方ひのき林林分収穫表（林野庁・林業試験場・1954）で検討 したところ、

プロット仙9 が 1 等地、ぬ 5 と恥 8 は 3 等地、この 3 プロット以外の5 プロットが 2 等地に相当 した。

各プロットについて、それぞれの該当する地位の収穫表による主副林木合計の血当り補正材積と調査林分

の血当り材積とを対比させると、プロット恥5 ，仙7 および他 8が収穫表の数値よりやや下まわる以外は、

ほぼ一致するか上まわっており、比較的良好な林分状態となっている。

しか し、これ らのヒノキ林分は、土壌調査の結果か ら現在まつくい虫の被害を受けている地帯の中では、

比較的 ヒノキの生長に適 した立地条件の林地を選んで造林されたところが多く、いずれの林分面積 も大きく

ない、 このため 1 林分50本を目標とした調査林分も、その林分全体に成立 している立木のはとんどを測定の

対象としなければならない場合が多かった。

この調査結果は、瀬戸内海沿岸のようなアカマツ林分の多い地帯においても、綿密な環境調査の結果にも

とずいて、目的樹種の適地を判定すればかなりの林分に仕立て上げることができる可能性を示しているとい

えよ う。

なお、プロット仙 5 ，ぬ 7 およびぬ8 は、過去の保育が不十分で、つる類による被害木 も散見され、枝太

の立木が多かった。

3 ． 柑古曲線による比較

すべての林分について樹高曲線をH ＝ 1．2 ＋
D 2

（ a ＋ b D ）‡
の式により、それぞれ推定し、図－－11および図－

1 2に示 した。

両図とも、土壌の堆積様式が林分の生長に反応 していることがうかがえ、直径に対する樹高の生長皇は、

葡行土では上層に、残積土では下層の2 層に分けられた。しか し、図－11のプロットぬ8 だけが例外的に、

葡行土で下層となっている。

このようになった理由ほ、前項 2 の末尾で触れたことによるものと考えられる。

（ 森下義郎・ 都築和夫・ 佐竹和夫・吉田 実・ 井上輝一郎 ．岩川雄幸）
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昭和53（1978）年度における研究業績
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分類

経営

〝

造林

〝

土じょう

保護

〝

環境・ 林床植生量・地上部純生産量）

森林造成維持費用分担推進調査報告書

（ 吉野川流域）

四国地方森林土壌の遊離酸化鉄の形態
について

四国針葉樹人工林における実態解析

（ 物質循環・地表変動・土壌調査）

地すべり移動様式に関する研究

（ 土壌の堆積様式及び土層移動）

四国地方人工林地域の土地利用と管理方

（ 物質循環・地表変動 丁土壌・土壌
水分）

苗木に対する家畜ふん尿きゅう肥の施

用技術の確立

高知営林局土壌調査報告（第 1 5 報）

西条事業区

高知県の昆虫特集，森林昆虫

ヤナセスギ丸太を喰害する害虫の防除

方法

松枯損木内でのマツノマダラカミキリ

の個休数変動とその要因

四国地方におけるマツカレハの生態

（ Ⅶ），蛍光誘が灯による発生消長調査

宮本 倫仁

桜井 尚武

谷本 文夫

都築 和夫

井上輝一郎

他7 名

井上棒一郎

井上輝一郎

岩川 雄幸

吉田 桂子

佐藤 俊

佐藤 竣

井上輝一郎

岩川 雄幸

吉田 桂子

井上輝一郎

岩川 雄幸
田桂子

佐藤 俊

横田 志朗l

岩川 雄幸

岩川 雄幸

井上輝一郎

吉田 桂子

伸4 名

越智鬼志夫

野淵 輝

遠田 暢男

越智鬼志夫

十嵐 豊

越智鬼志夫

片桐 一正

五十嵐 豊

年月

1 9 7 8 ・ 1

1 9 7 8 ・ 1

1 9 7 8 ・ 1 0

1 9 7 8 ・1 1

1 9 7 8 ・ 1 1

1 9 7 8 ・ 3

1 9 7 8 ・ 1 0

1 9 7 8 ・ 1 1

1 9 7 8 ・ 1 2

1 9 7 9 ・ 3

1 9 7 9 ・ 3

1 9 7 9 ・ 3

1 9 7 8 ・ 1 0

1 9 7 8 ・1 0

1 9 7 9 ・ 2

1 9 7 8 ・ 1 0

虚　　　　　　　 名 著‾著 名

新林業構造改善事業促進対策実態調査
都築　 和夫

報告書｛ 那賀川流域－

地方都市近郊における農林業の振興 都築　 和夫
円 高知県土佐郡鏡村－ － 他2 名

技打ちが生長におよばす影響 （Ⅱ）－ 竹内　 郁雄
ヒノキ模型林分での枝打ち試験－ 佐藤　 久男

スギ模型林分での機械的な間伐 竹内 郁雄
堀田 庸

王安藤 貴四国針葉樹人工林における実態解椛 光

書　　 名 巻　 号

89

徳　　 島　　 県

全国農業
構造改善協会

日　　　 林　　 論

日　　　 林　　 誌 60 α山

29

13 吐q

3 0 3

‾農林漁業における環
境保全的技術に閲す
る総合研究」試験成
績書 （第一集）

森林造成維持費用
分担推進調査報告
書 （林野庁）

日　 林 関 西 支 構

「患林漁業における

境保全的技術に閲す
名松合研究」試験成

績書 （第一集）

結晶片岩地帯均すベ
り発生機構に閲す

る総合研究報告書

儀 林漁業における環
境昧全的技術に閲す
る総合研究」試験成
績書 （第五葉）

〝
（第六集）

高知営林局土壌錮

査撃告書

昆 虫 と 自 然

昭和5 2年度国有林
野事業特別会計技
術開発試験成績報
上ヒ垂
ロ　 E∃
林　 試　 研　 報

日 林 関 西 支 講 29
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1 軸7（曜 2）年12月 1日

1 954（昭29）年 4 月 1 日

1 959（昭34）年 7 月 1 日

1 963 （昭光 ）隼 4 月9 日

1 鋸4（昭39）年3 月29日

1 964（昭39）年 4 月 15日

歴代の支場長名

初代 農林技官

2 代 〝

3 代 〝

4 代 〝

5 代 〝

6 代 〝

7 代 〝

8 代

9 代 〝

1 0代 〝

1 1代 〝

1 2代 〝

沿革

大正試験地を併せ林業試験場高知支場発足、位置を高知市丸の内 9 、高知営林局

構内に置く。

大正試験地を廃止。

林業試験場四国支填と改称。

高知営林局庁舎改築にともない仮庁舎の位壷を高知市丸の内5 （旧農林省高知統

計調査事務所跡）に移す。

高知市朝倉丁915（字行宮の森）の新庁舎に移転。

落成式挙行。

藤

井

治

川

井

山

辺

田

川

艮

西

下

後

金

佐

中

長

片

渡

福

岩

奈

大

森

支場内の動き

糾．4．1 森 下 義 郎

克人 （ 1糾7．12．1）

彰（ 1948．7．16）

秀太 郎 （1糾9．9．詔）

久美 堆 （1952．3．31）

美原（ 1954．6．21）

佐又（ 19弧 4．16）

録郎（ 1959．7．1）

秀雄（ 1966．4．1）

盈夫 （1鋸8．3．23）

英二 （ 1訂1．9．16）

孝（ 1972．4．1）

義郎（1973．4．1）

職員 の 異 動

免味護研究室事務取扱 一一 支場長

5 4．4．1 越 智 鬼志夫 昧護研究室長 一院護研究室主任、研究官
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林業 試 験 場 四 国 支 場 機 構

課長補佐 斎 藤 五 郎

庶務 係

係長

係針金

長

任主

係

度用

庶務 課

課長 推橋 勝

調査 室

主任研究官

簾井 徳 男

山本 加 代

高橋 出 世

浜田 先 子 （併）

高橋 未見男 （併）

林業試験場四国支場

支場長 森下 義郎

室長 中平 幸助

経営 研 究 室

主任研究官

室長 都築 和夫

造林 研 究 室

）

併
（

子

子

人

司

仁

江

夫

男

実

夫

見

歌

先

雅

秀

倫

照

点

来

和

山

月

田

浦

本

内

田

橋

田

竹

下

浜

中

lニ

宮

西

門

高

書

佐

吉田 実

宮本 知 子

室長 一安藤 貴

保護 研 究 室

武

雄

尚

郁

井

内

桜

竹

幸

倫

平

本

中

宮

室長 越智 鬼志夫

土じょう研究室

主任研究官

室長 井上 樺一郎

嵐十五

）

）

併

併

（

（

助

仁

豊

横田 志 朗

岩川 姪 幸

吉田 桂 子
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